
倒的に多い南東壁を上とする見方に基づく。結果、縦は小2.7ｍ（１棟）、中3.6～4.5ｍ（５棟）、大

5.1～5.7ｍ（３棟）、特大6.6ｍ（１棟）。同じく横は、極小1.8ｍ（１棟）、小2.7～3.0ｍ（３棟）、中

4.2～5.1ｍ（８棟）、大5.4～6.3ｍ（５棟）、特大6.9ｍ（１棟）。分化は縦が明確である。横は漸移的

だが、4.8ｍと5.7ｍ付近に集中があり、両者の中間を中－大の境とした。横で極小とあるものは、溝

の疑いがあり例外的である。床面積は、小９㎡、中19㎡、大30㎡、特大45㎡前後と見込まれ、各規模

の差は1.5倍～２倍程度となる。上記の割合は、中が高く、大もやや高いが、後述する段階別では、古

段階に大は無く、中段階にのみ特大が存在、新段階に小は無い。規模の拡張は、SI18が比較的明瞭。

SI15も外周溝の特徴からすると可能性が高い。同一地点における重複の多さからは、改築時、土地利

用に一定の制約があったように見受けられる。

竪穴部主軸：①Ｎ－130°－Ｅ、②Ｎ－140°－Ｅ、③Ｎ－150°－Ｅの３種を示す傾向にある。重複

関係が明確な例を整理すると、新旧は① ② ③ないし① ③の順となる。この点は、集落変遷の項で

詳述する。

竪穴部柱穴配置：主柱は１辺約４ｍ前後を境に増加、５ｍ以上は高確率で備わる。礎石＋白色粘土

と推測される例（SI05・08・17）、あるいは壁溝内の柱穴（壁柱や隅柱）のように不明瞭かつ調査者に

よる記録方法の差が反映され易い例は、明確な区分や位置付けが困難である。柱穴形状は、円形と方

形基調の２種存在する。

カマド：14棟の竪穴建物内において15基確認した。基本的に、建物南東壁際の右側に位置する。右

から左への造り替えが１例ある（SI17）。いずれも半地下式。本体は白色系粘土を主体的に用いて造

られたと推定されるが、袖部のみが残存する傾向にある。煙道部は、長（SI03・06・12・24・25）、短

（SI05・08・10・11・15・17・18・21・22）あり、前者は小型で深い建物、後者は大型で浅い建物に多

い傾向がある。前者の先端部底面には、Pit状の凹みが設けられている例もある（SI03・06）。支脚は３

遺構に遺存し、１基（SI06・08）ないし２基（SI03）となっている。袖部の焚口付近に倒立した土師器

甕の設置例（SI03）がある。全てのカマドは、最終的に人為的破壊を受けた可能性が高く、破壊された

カマドの脇に土器が供献された例（SI03・10）、更にのち建物が焼失した例（SI10）も存在する。

壁溝：１辺約３ｍ以下は、高確率で不明瞭もしくは存在しない。

内部施設：張出部・内土坑・出入口が認められる。張出部は４例（SI04・05・10・18）に存在。規模

は、縦150・180・210㎝、横60・120㎝程度である。一辺約４ｍ以上の建物にみられ、建物規模に対す

る張出部の長さの割合は、縦は３分の１前後にまとまる特徴があるのに対し、横は４分の１～10分の

１程度と差がある。よって、縦の長さに規則性が強い。大型の内土坑は４例（SI03・06・21・22）あり、

カマド脇中央付近（SI06・21）とカマドと反対側の壁際（SI03・22）に設けられる。遺物の良好な出土

事例は２例（SI03・22）。出入口が明確な事例は１例（SI05）あり、カマドと同じ南東壁際の左側にス

ロープ状に備わる。

掘立部：平面形状は方形ないし長方形であり、竪穴部にあわせて張出部が設けられた例（SI10）も存

在する。１×２間・２×１間・２×２間が主で２×２間がやや多いと思われる。軸方向は竪穴部と同

じ北西－南東方向。平面規模は、竪穴建物同様、南東－北西を縦、南西－北東を横として測定した場

合、縦は3.6・4.2・4.8ｍ（4.2ｍに集中）、横は3.9・4.2・4.5・4.8ｍ（4.2ｍに集中）。床面積は、18㎡

程度。柱穴は円形基調が主、方形基調も存在、径は30～40㎝程度。柱痕は径20㎝程度が多く、覆土中
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や底面にその痕跡が残る。掘立部の付随は、竪穴部規模が１辺約４ｍを境に増加、５ｍ以上は高確率

で伴う。

外周溝：１棟の竪穴部および掘立部を囲むようにして設けた例が主流だが、数棟の建物を囲むと想

定される例（SI23）も存在する。前者の平面形状はコの字ないしｃ字状を呈し、竪穴部のカマドや掘

立部が設けられる南東方向が開口する。掘り込みが深く明瞭で途切れない例（SI15・18・23）、掘り込

みが浅く途切れ気味の例（SI05・08・26）があり、確認面の高低差があるにせよ、この２種類に細別さ

れる。竪穴部と外周溝の距離・間隔は、２ｍ台程度が一般的である。外周溝は、竪穴部の規模が１辺

約４ｍ以上に付随する傾向にあるが、時期・段階により有無の基準が異なる可能性がある（後述）。

建物の廃絶：人為堆積の割合が非常に高く、黄褐色土以下の土・土器破片・焼土粒・炭化物等が混

入する傾向にある。焼失は４棟（SI02・03・10・22）。いずれも炭化物・焼土層が床面付近に形成され

ている状況から、廃絶初期に焼失した様子を示す。なお、遺構確認面や覆土の残存状況が不良につき、

堆積状況の把握が困難だった事例も幾つかある（SI05 外周溝・SI12・SI17・SI24）。焼失ないし人為的

埋め戻しの際、床面や内部施設内に残存度の高い遺物が残された例が幾つかある（SI03・10・21・22）。

ｂ．塀跡

４基確認。平安時代の建物跡や溝と調和的に並ぶ柱穴や溝を塀跡として抽出されたが、類似遺構は

溝（SD）の中にも存在する（後述）。形態は様々だが、単なる柱穴列のほか、これに溝状の掘り込みを

伴うものに大別される。機能・性格は、集落内部を大きく区画する施設（SA01・04）、隣り合う建物跡

間等の区画ないし特定の建物の付帯施設（SA02・03）に区分される。

ｃ．掘立柱建物跡

４棟確認。形状は各々異なる。軸方向が平安時代の竪穴建物・塀跡・溝等と調和的な３例（SB01・

03・04）は、B-Tm降下以後の構築・廃絶と推定。このうちSB01は、柱穴規模が他の掘立柱建物より

もが明らかに大きく、特殊な感がある。他方、平安時代の遺構群と主軸方向が異なる事例（SB02）は

具体的時期不明。

ｄ．溝跡

25条確認。大多数が竪穴建物跡等と調和的位置関係を示す。一部がB-Tm降下以前の構築・廃絶

（SD14・21）、他がB-Tm降下以後の構築・廃絶と推定。いずれも滞水・流水を示す証拠は明確ではな

い。以下、想定される機能・性格ごとにまとめる。

ａ類．集落外縁を区画する大溝および付帯施設 ２条（SD10・30）※１

ｂ類．集落内部の区画施設 16条（SD01・02・07・14・16・17・20・21・22・23・24・25・26・27・28・29）※２

ｃ類．竪穴建物跡付随の外周溝、ないし集落内部の小区画施設 ８条（SD01・03・11・14・17・19・21・31）※３

ｄ類．竪穴遺構内部から外部へ延びる施設 １条（SD04）

ｅ類．不明および分類不能 ２条（SD09・13） （遺構数25。SD01・14・17・21 は複数該当）

ａ類：集落内外の境に築かれた大溝。外土塁の存在をうかがわせる点もあるが不明。幾度かの改築

により、幅・深さ・条数（１ ２ １条）が変化する。ｂ類のSD16・29との重複関係は、集落景観・変

遷を考える上で重要である。分岐する溝（SD30）は、隣接地の沢へ向かっており、水量増加時に備え

た排水溝のようにもみえる。

ｂ類：①比較的規模が大きく集落内部の大区画施設（SD07・14・16・25・29）、②それ以下の小規模

第７章 分析・考察

－279－



区画施設に細別される。①は、複数の建物単位を区分するなど、集落内施設の主軸方向や土地区分ひ

いては集落の景観形成に重要な役割を果たしていたとみられる。状況・段階により、特に塀跡の一部

（SA01・04）とともに大溝（ａ類）と関連あるいは接続していたと推定する。

ｃ類：ｅ類よりも外周溝に類似する。一部、不確定要素もあり、SD03とSD11は遺構密度の低い場所

に位置し、円形周溝との類似性も見受けられるなど、更なる検討を要する。

ｄ類：外延溝などと称される施設。SI06に伴う可能性大。上野遺跡や周辺遺跡に類例が散見される。

ｅ類：溝とされたが、断片的かつ詳細不明。竪穴建物跡等、別種の遺構となる可能性も高い。

特徴的な遺物出土例として、SD03堆積土出土の土師器内黒甕（鉢形）、SD10c（最古段階）底面付近

（底面上約２㎝）の一定範囲にまとまっていた坏４点、SD11北西隅底面の一定範囲内に倒立ないし正

立してまとまる土器底部等、SD19堆積土中（底面より40㎝前後上）の一定範囲内にまとまっていた土

師器、SD21内に層状堆積するB-Tm下層出土の土師器（本報告最古と推定）、SD31埋没過程中（土坑状

の掘り直し部分）から出土した土器・精錬炉を挙げておく。
※１ SD10は集落外縁を囲む大溝。SD30はSD10から分岐する小規模な溝で、調査区西側の沢頭へ延びる。
※２ SD14・21：B-Tm降下以前、SD21とSA04（塀跡）はB-Tm降下以後の構築・廃絶である。ともに形状が類似する組み合わせであり、調査

区外において各々同一化する可能性もある。また、前者SD14と後者SA04の重複範囲が多く、両者の高い関連性をうかがわせる。恐らく、
前者から後者へ改築・増設等があったと推定する。SD16・29：規模・形状・重複範囲が良く似る。別の名称とされたが、ほぼ同一の目的
により設けられた施設と推定。SD29構築 北東側先端部の人為的に埋め戻し SD10ｃ構築・SD16構築、の変遷が考えられる。最終的に
SD10ｃとSD16は直結せず、双方の間は通路状となっていた可能性がある。ちなみに、SD29とSD10の直結も想定はされるものの、判断材
料を欠く。SD17・21：平面の軸方向や位置関係から、SB04、ひいてはその北側に存在が予測される竪穴建物跡に付随する外周溝の一部と
して、調査区外において同一化する可能性も挙げられる。但し、B-Tmの堆積状況や重複関係が整合せず、疑問も残る。SD22・23：比較
的近接し、軸方向が一致する。

※３ SD01・31：位置関係より、関連性が強いと想定。調査区外南東側に建物等の存在も予測される。SD02との関連性も考慮される。SD03・
11：ともに内部に建物跡が存在しない。SD19：建物跡の外周溝に類似する。その場合、規模が大きく、複数の建物に付随する可能性が指
摘される。

ｅ．土坑

34基確認。B-Tm降下以前の１例（SK59）を除き、他はB-Tm降下以後の構築・廃絶と推定。但し、

明確な出土遺物を伴わない例が多く、具体的時期は不明。遺構規模・形状は多種多様な感があり、他

の大型遺構に比べ遺存状態および記録方法の差が表れているように思われるが、傾向として大型ほど

形状明瞭で深く人為堆積の割合が高いのに対し、小型になるほどその逆となる。平面形状は円形～楕

円形基調が多い。一部、明確な楕円形ないし方形が存在し、長軸方向を手掛かりに時期推定可能な例

も存在する（後述）。断面形状は、皿状で浅いもの、鍋状で深みのあるものが一般的である。底面を埋

め戻し平坦化している例も見受けられる（SK25・28・45・49）。堆積土は、人為堆積と推定される割合

が高く、黄褐色土以下の土や灰白色土の充填（SK52）のほか、各種遺物・焼土・炭化物等を含む傾向

にある。特徴的な遺物出土例として、SK19の土師器坏一括廃棄？、SK28の遺物一括廃棄と土器供献

的状況（特に非ロクロ坏とその細片・剥片、土師器生産・廃棄に関わる施設か）、SK31（楕円形）の鉄

製刀子（墓か）を挙げておく。

ｆ．井戸

２基確認。いずれも底部未確認。B-Tm降下以後の構築・廃絶と推定される。ともに上部壁面の構

造は白色系粘土が充填。自然堆積により埋没する。SE02より、木箸等の製品や加工木が出土。
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ｇ．集落構造の変遷（図３）

①遺構の重複および新旧、②軸方向、③B-Tmの堆積、以上に着目し、考察する。先ず①は、重複関

係が明らかな全ての事例において、新しい遺構の軸が古い遺構よりも東を示す特徴があり、遺構主軸

が南から東へと変化していった可能性を暗示する。次に②は、軸方向が明確な遺構は、ほぼ南東-北東

を示す。その具体的範囲は、北から東へ120～160°程度であり、更に細かくみると、130°・140°・

150°という10°の差を持った３つのまとまりにわかれる。そして、これら①と②の関係は、下記のと

おり整理される。

古：Ｎ－150°－Ｅ＜中：Ｎ－140°－Ｅ＜新：Ｎ－130°－Ｅ ※度数は下表による大凡のまとまりを示す。

これに基づき、一つの試みとして、重複の無い遺構の軸を上記に当て嵌めると、下表のとおり区分

される。なお、土坑は重複・主軸が比較的明確な事例を抽出、溝・井戸のうちで自然堆積を示す遺構

は最終的廃絶を示すものとして重視し、新段階へ含めた。

古段階（Ｎ－150°－Ｅ）。

時期：一部B-Tm降下以前に遡るが、主体はB-Tm降下直後。厳密には両者は区分される。構成：建

物跡（竪穴・掘立柱）・区画施設（中溝・小溝・塀）・土坑・井戸。調査区中央から北東にかけて遺構

が多い。竪穴建物跡に掘立柱建物跡と外周溝が付随する割合が高い。集落の区画は、内部を塀

（SA04）・中溝（SD16）・小溝で行う。外縁大溝は、少なくとも調査区内には存在しない。

中段階（Ｎ－140°－Ｅ）。

時期：B-Tm降下以後。構成：建物跡（竪穴・掘立柱）・区画施設（大溝・中溝・小溝・塀）・土坑・

井戸？。調査区中央から北西にかけて遺構が多く、北東の大溝付近に少ない。竪穴建物跡に掘立柱建

物跡と外周溝が付随するものの、外周溝が伴う割合は低い上、浅く部分的に途切れる家屋もある

（SI05・08）。掘立柱建物には、平面・柱穴規模が大きく、他よりも特殊な感のある施設が存在する

（SB01）。集落の区画は、外縁を大溝（SD10）、内部の大区画を塀ないし柵列（SA01）で行う。

新段階（Ｎ－130°－Ｅ）。

時期：B-Tm降下以後。構成：建物跡（竪穴）・区画施設（溝・塀）・土坑・井戸跡。中段階同様、調

査区中央から北西にかけて遺構が多く、北東の大溝付近に少ない。竪穴建物跡には、掘立柱建物跡の

みが付随。区画施設は、中段階同様、外縁を大溝、内部を中溝（SD07･25）で行う。大溝・中溝（SD25）・

井戸は、自然堆積によりその役割を終える。

このように、各段階とも一定の基軸に合わせ、かなり整然と施設（遺構）が配されており、集落構

造および景観が相当規格的である。さらには集落形成や変遷が計画的かつ高度に行われた可能性まで

もが指摘される。ともかく、いずれの各段階においても調査区中央付近における遺構密度が高く、土

地や空間に何らかの制約があったことをうかがわせる一方、北東と南西ほど遺構密度が希薄となる点

段階 SI SA SB SD（大） SD（中・小） SK SE 備考

古
（N-150°-E）

１・６・(15)・20・21
23・25 4 ４ 29 ４・14・19・20

21・26・27・28 ５・７・21・22・50 １

SI15：竪穴部が中段階、外周溝が古段
階の傾向を示す。
SK39：重複より古段階以降。
SE01：自然堆積につき、新段階まで機
能・継続していた可能性あり。

中
（N-140°-E）

２・４・５・７・８
10・11・13・14・15
17・18・22・24・26

１ １・３
10a･b･c
16・30

１(古)・７(旧)・９・
17・31 24・29・30・46 (１) SK48・55：重複より中段階以前。

新
（N-130°-E） ３・12・19 － － １(新)・２・３・７(新)

24・25 28 (１)・２ SD13が伴う可能性あり。
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が、集落の継続性や伝統性、ひいては居住者の同族性を表していると思われる。なお、各段階の歴史

的復元をより具体化すると、下記のとおりとなる。要点として、中段階における大溝の出現、中段階

以降における外周溝の衰退が挙げられる。

古段階：集落の初現期を示している可能性が高い。集落内部は中・小溝等による部分的区画、各家

屋は深さのある外周溝による区画が発達。集落外縁の大溝は不明瞭だが、最も幅広の中溝（SD29）が

次段階にSD10（大溝）と関連してSD16に改築される動きを重視すれば、既に外縁を比較的大規模な溝

で区画する意識が働いていたか、あるいは働き始めていたとも理解される。

中段階：遺構数・密度が高く、集落の発展・充実期を示している可能性がある。集落外縁は大溝に

よる区画、集落内部は中溝等による大区画、各家屋は外周溝による区画が弱まる。大溝による集落内

外の区画と中溝による集落内部の区画が発達に対し、各家屋の区画意識が低下した感がある。

新段階：遺構数・密度が低く、集落の衰退期を示している可能性がある。中段階に類似した様相を

示すが、各家屋に外周溝は認め難い。

以上で問題となるのは、複数段階に亘ると予測される継続性・漸移性の高い遺構の存在である。そ

の中には初期段階の特徴を強く示す遺構もあれば、逆に最新段階の特徴を強く示す遺構もあるだろう。

幾度か改築されている大溝や、竪穴建物跡と外周溝の軸が合わないSI15が好例であり、厳密には上述

のような単純な区分は成立しない。その意味において、上記の３区分は、各遺構が機能した中心時期

を示していることとなる。とはいえ、重複傾向に明らかなとおり、提示した変遷・傾向の大きな流れ

に大過は無いと判断され、後述する土器変遷の整合性にもその一端が表れていると思われる。

(佐藤)

２）遺物

ａ．土師器・須恵器

（１）器種組成

遺構内・遺構外から出土した土師器には坏・

台付坏・堝・甕・壺・小型土器が見られる。坏・

甕は口縁部が1/4以上残存する口径復元が可能

なものを１個体とし、それ以外の器種について

は、器種分類が可能なものを１個体とカウント

した。

カウントした132個体についての器種組成は上図の通りである。坏が62％、甕が26％、小型土器が５

％、台付坏が３％、堝が２％、壺・把手付土器が各１％である。坏の割合が多いのが特徴的である。

また、坏82点のうち、黒色処理が施されたものが41点と50％を占めている。この坏の割合と黒色処理

の多さは、（２）で詳述するSK28からの出土が多いことが影響していると推察される。

（２）SK28出土土器について

SK28からは、土師器の坏・甕、須恵器の坏・甕・壺、製塩土器、被熱した砥石、土鈴、焼成粘土が

出土した（第３章第５節参照）。なかでも、黒色処理された坏が多く出土している。坏の外面は、口縁

部がナデ調整あるいはミガキ調整され、体部下半にケズリ調整が施されている。内面はミガキ調整後

黒色処理されている。外面口縁部のミガキ部分にも黒色処理されているものも見られる（図60-１～

, 34, 26%

, 82, 62%

, 4, 3%

, 2, 1%

, 2, 2%
, 1, 1%

, 7, 5%
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７、巻頭図版）。

SK28から出土した土師器坏破片の口縁部及び底部について黒色処理の有無、破損状態の観察をお

こなった。口縁部破片は122点、底部破片は115点である。

口縁部破片122点中、黒色処理のものが106点であり、87％を占める。底部破片115点では、内面が残

存しているもの25点中、黒色処理のものが22点と88％を占めている。

口縁部、底部で径の復元が可能な1/4以上残存する資料（口縁部18点、底部60点）について、径の分

布を下図に示す。口径は11～15.1㎝、底径は3.8～6.0㎝に分散するが、口径は13.0㎝前後、底径は5.0㎝

前後に集中する。

破損状態を観察すると、口縁から体部下半あるいは底部まで残存しているものでも、口縁はほぼ完

形で、体部から底部にかけての片面のみが欠損しているものが多い。体部の割れ面は、内面を残し、

外表面が薄く剥落したものが見られる（写真図版８、図60-３・４）。底部の破片は、115点中、剥離が

見られるものが104点と90％を占めており、残存状況から以下の３類に分類できた。

ａ．底面は残存し、内面が剥落しているもの（図60-９・10）。

ｂ．底面は残存し、内面が一部あるいは全面残存するもの（図60-11・12）。

ｃ．底面が剥落し、内面が一部あるいは全面残存するもの。

ｄ．内外面とも剥落するもの。

これらの割合を右図に示す。ａが82点、ｂが４点、ｃが10

点、ｄが８点で、ａが79％を占める。ｄについては、小破片

のためｂあるいはｃの一部である可能性がある。ａは、成形

時の粘土の積み上げ部分で内面の表面が剥落しているものが

あり、図60-10では、底部成形時の指による圧痕が横方向に連

続して見られる。口縁から体部の破損状況とあわせると、体

部下半あるいは底部に一定の力が加わって破損したものと推

定される。

（３）時期的変遷について

土師器・須恵器の時期的変遷を検討するため、坏・甕の分類を行った。坏は器高/口径の値（以下口

径指数と記載）が0.3以下のものを皿とした。甕は器形からⅠからⅤ類に分類した（次ページ参照）。

Ⅰ類はいわゆる長胴甕で、ａ類とｂ類に細分した。ａ類は非ロクロ成形で、口縁が短く外傾し、端部

が丸みを帯び、体部最大径が体部上半にくるもの、ｂ類はロクロ成形で口縁が“く”の字状に大きく広
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がり、端部が平坦で、体部最大径が体部中央付近にくるものである。Ⅱ類は口径が15㎝以下の小型の

もの、Ⅲ類はいわゆる球胴甕、Ⅳ類は鉢形のもの、Ⅴ類は須恵器を模倣したものとした。

坏は口径10.8～15.1㎝、底径4.2～6.8㎝に分散するが、口径は13㎝前後、底径は５～5.5㎝に集中す

る。口径指数は0.4～0.5に集中し、いわゆる埦形のものが多い。

甕は、類型の分類が可能なもの50点について見ると、Ⅰａ類24点(48％)、Ⅰｂ類９点(18％)、Ⅱ類

７点(14％)、Ⅲ類１点(２％)、Ⅳ類７点(14％)、Ⅴ類２点(４％)であり、Ⅰａ類が約半数を占める。

Ⅲ類はSI15SD01から１点出土した（図51-１）。口縁に外側からの未貫通孔が１つ見られる。Ⅴ類は２

点出土した。いずれも須恵器長頸壺を模したものである。SI03SK01から出土した図46-８は、体部中

央付近で上下に割れており、下半のみに炭化物が付着する。

これらの資料について、出土状況･残存度を検討し、一括性の高いものを抽出し、竪穴建物跡の主軸

変遷に合わせてまとめたものが図８である。

坏の口径指数を各段階で見ると、古段階が0.37～0.47、中段階が0.40～0.60、新段階が0.38～0.51

と幅がある。平均値は古段階、新段階が0.42、中段階が0.48と中段階がやや高い。中段階のSI10から

は0.51以上の埦がまとまって出土しており、他のSIと異なった様相を示していることが影響している

と考えられる。このSI10を除いた中段階の平均値は0.44であり、全時期を通して口径指数に大きな違

いは見られない。皿は中段階から散見される。黒色処理された坏の口径指数は古段階0.41、中段階

0.44、新段階0.43と、全段階を通して大きな変化は見られない。台付坏は古段階に見られ、内面はミ

ガキ調整され、黒色処理が施されるものがある。

甕のⅠ類については、Ⅰａ類を伴うSIは古段階から中段階に、Ⅰｂ類を伴うSIは中段階から新段階

に見られる。Ⅰｂ類が出土するSIは遺跡内で新しい時期に構築された可能性があるが、SI21のように

古段階においてⅠａ類とⅠｂ類が共伴するものもあり、更なる検討を要する。Ⅱ類はⅠａ類が出土す

るSIから多く出土しており、調整や器形からⅠａ類を小型化したものと考えられる。Ⅳ類は全段階に

見られ、器形・調整ともに変化は見られない。ただし、帰属段階は不明であるが、SD03から出土した

Ⅳ類のロクロ成形の鉢は内面にミガキ調整後黒色処理が施されており、特徴的である。
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ｂ．木製品

木製品は、SE01・02から出土した。器種の分類が可能なものは、SE01が12点、SE02が41点である。

図示したものは17点である（図63）。器種は、雑具（燃えさし）、加工木、不明木製品、割材、丸木が

ある。ここでは、多く出土したSE02について詳述する。

（１）器種

雑具（燃えさし）（図63-１～５）は細い割材や丸木を利用し、先端が炭化したものを含めた。10点

出土した。マツ属複維管束亜属が４点、アスナロが３点、サクラ属が２点、クリが１点である。

加工木（図63-６～14）は20点出土した。アスナロが17点、アサダ・スギ・ハンノキ属ハンノキ亜種

が各１点である。形態からくさび状のもの（６～８）、方形のもの（９～11）、板状のもの（12･13）、

角材（14）に分けられる。くさび状のものは、丸木や割材を利用し、先端が両面からあるいは片面か

らのみ斜めに削り出されているものを一括した。３点出土している。丸木を利用したものはハンノキ

属ハンノキ亜属で（７）、割材はアスナロを使用している（６）。方形のものは、両端が斜めあるいは

垂直に切り落とされているものを一括した。５点出土し、すべてアスナロを利用している。形態から、

くさびとしての利用も考えられる。板状のものは、９点出土した。12は先端に向かって細く削り出さ

れている。角材は１点の出土で、アサダを利用している。

不明製品（図63-15～17）は10点出土した。芯去削出で、細棒状に加工されている。すべてアスナロ

を使用し、厚さは0.4～0.6㎝とまとまりがある。

（２）樹種

すべての器種をまとめてみると、アスナロ31点、サクラ属２点、クリ･アサダ・スギ・ハンノキ属ハ

ンノキ亜種各１点とアスナロが全体の75.6％を占める。加工木・割材でもアスナロが優位を占め、不

明製品はすべてアスナロである。それに対し、雑具（燃えさし）はマツ属複維管束亜属が最も多く40％

を占め、アスナロが30％、サクラ属20％、クリ10％と利用している樹種が多様である。

ｃ．鉄製品

遺構内・遺構外から出土している。器種の分類が可能なものは、29点出土し、図示したものは18点

である。図10に出土した鉄製品をまとめた。

苧引金（１～４）は４点出土した。１・２は同一個体と考えられる。端部よりに把握部装着用と考

えられる径２～５㎜の孔が見られる。幅は1.1～1.6㎝、厚さは0.2～0.3㎜である。

刀子（５～８）は５点出土した。５は全体が錆で覆われ、X線で形態を確認した。ほぼ完形と見ら

れる。長さは13.4㎝、幅は刃部で1.4㎝、柄部で0.5㎝である。断面形は確認できなかった。６は両端

が欠損する。刃部の幅は1.1㎝、柄部は0.8㎝で、刃部の断面は三角形を呈する。刃部背側の厚さは

0.5㎝とやや厚い。７・８は刃部のみの出土である。幅は1.3～1.4㎝で、断面は三角形を呈し、刃部背

側の厚さは0.2～0.3㎝である。

釘状鉄製品（９～11）は、棒状で先端が細く尖るものを一括した。11は棒状の片端が板状に広がり、

屈曲している。先端に向かってやや細くなる。

環状鉄製品（17・18）は２点出土した。17は板状のものに環状の一部が付着した状態で出土した。

高屋敷館遺跡から出土した錫杖鉄製品に類する可能性があるが、環状の部分と板状の部分とは連結し

ていない。18は２個の環が連なっている。17と18はまとまって出土しており、同一個体であった可能
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性がある。

棒状鉄製品（12～14）・板状鉄製品（15・16）は器種を特定できないものを形状で一括した。15はや

や厚手で、台形を呈する。

ｄ．炉壁・焼成粘土

SI10･22、SK28、SD31、遺構外から炉壁･焼成粘土が出土した（図65～68）。

（１）炉壁

SD31から炉壁の一部が出土した（図66）。羽口の装着部分も見られる。幅３～５㎝程の輪積痕があ

り、表面はナデ調整、裏面の羽口の装着部分周辺にはガラス質滓が付着する。羽口装着部分は推定長

軸7.8㎝、短軸6.2㎝である。本遺跡から出土した羽口の復元外径は6.0～9.0㎝であり、炉壁の装着部

分と同規模である。図67-１・２も炉壁の一部で、内面にガラス質滓が付着する。

炉壁と羽口については、自然科学分析から、海成粘土を使用し、テフラと凝灰岩類を含み、また、

炉内は1150℃以上に達していた部分もあると考察している（第６章第２節参照）。

（２）焼成粘土

図65-３・４は、表裏面と側面が残存し、胎土にスサを含む。３は表面が赤褐色、裏面が黒褐色を呈

する。表面は平坦なナデ調整で、裏面はほぼ直角に屈曲する。表面と平行する平坦面には、長軸方向

に平行する幅３～４㎜の直線的な痕跡が見られる。側面の表側約８㎜は欠損し、裏側が残存する。残

存状況から、全体は凸字形を呈していたと推定される。直線的な痕跡は、４にも見られる。幅4.5㎜、

深さ５㎜の段があり、内部に長軸方向に平行する筋状の痕跡が見られる。３・４とも、当該部分に板

状のものを押しつけた可能性がある。図65-１・２、図68-３・４は胎土にスサを含む。

図68-２は、表面と側面３面が残存し、表面が平坦になるよう成形されている。胎土にスサは含まれ

ず、表面に炭化物が付着する。青森市山元(2)遺跡、上野Ⅱ遺跡、旧蓬田村蓬田大館遺跡で塼状土製品

あるいは焼成粘土板として類例が見られる。蓬田大館遺跡では、「カマドや炉の袖部あるいは天井部

の構築材として用いられたものであろう」と推定している。

（藤原）

ｅ．炭化穀物塊

熊沢溜池遺跡、郷山前村元遺跡から出土した。ここにまとめて記載する。

[出土位置・状況]熊沢溜池遺跡：SI15SD01-覆土（C1～C9）・SK45-１層（C1～C22）、郷山前村元遺

跡：SK01-１層（C1）。前者は元来SK45内の人為堆積層に存在していたものが、後に構築された

SD15SD01に流入・混入したとみられる。後者も人為堆積土中から土器片・炭化物・焼土粒等とともに

出土。[点数]出土地点を記録したものは各々９点・22点・１点であり、他にも覆土中から適宜取り上

げている。[分析等]前者は表面のみの観察では内部構造の把握が困難なため、Ｘ線ＣＴによる分析・

図化を行い、後者も専門的見地からの観察・検討を委託した。あわせて、遺構内採取土壌から採取し

た炭化種実や土器表面の種実圧痕分析も行い、複合的検討を行うための基礎データ作製に努めた。

（佐藤）

３．江戸時代以降

陶磁器・寛永通宝（古寛永）等の遺物がわずかに出土しており、何らかの人的活動があったといえ

る。特に陶磁器は、平安時代の大溝（SD10）の最上層から数片出土しており、本段階においても同遺
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構が凹地として残っていた可能性を暗に示す。更に同層からは、ソバ栽培の可能性を示す花粉分析結

果も得られており（６章２節）、本時代には耕作地と化していた可能性も指摘し得る。先に触れた掘立

柱建物跡１棟（SB02）は、本段階に属す可能性もある。

第２節 上野遺跡

３次調査では、縄文および平安時代の遺構・遺物が発見された。適宜、過去の報告も交えて要約し、

熊沢溜池遺跡と同様に検討する。

１．縄文時代

早期中葉から晩期にわたる人的活動が断続的に認められる。特筆すべきは、中期中葉の円筒上層ｅ

式段階における小規模な集落形成である。他は、各時期の遺物がわずかに散布する程度である。

１）遺構（図４）

竪穴建物跡３棟（SI25・26・27）、掘立柱建物跡２棟（SB04・05）が該当。２次調査で縄文時代中期

以降と推定された掘立柱建物跡２棟（SB02・03）が報告されており、本段階に属する可能性が高まっ

たといえる。ここでは上記遺構を同時期と仮定し、現時点で判明した事項を要約する。

集落立地：緩斜面上。丘陵頂部（現在：県道34号）から、本来は深い沢だったと考えられる宝溜池

へと下る地形。東側にも同溜池につながる谷ないし沢（現在：熊沢溜池遺跡へと続く道路）が存在し

たとみられる。

集落構成：竪穴住居跡３棟、掘立柱建物跡４棟。現状、外側に掘立柱建物跡、やや内側に竪穴建物

跡が位置するようにみえる。以上は外縁部と目され、中心部は３次調査区の北側一帯と推定する。

竪穴建物跡：平面形状は、円形（SI25･26）ないし楕円形（SI27）を基調とする。直径は約1.8ｍ（SI26）、

約2.1～2.4ｍ（SI27）、約3.5ｍ（SI25）、深さ25㎝程度。黒色土付近で確認した遺構は、当時の規模・

深さに比較的近いと推定。炉の位置は全て中央付近。炉の形態は、(推)地床炉（SI26）、(推)土器埋設

炉（SI25）、土器埋設炉（SI27）。主柱穴は、壁際（SI25）、中央に３基（SI27）、不明瞭（SI26）。３基

の例は炉を囲む位置に深く明瞭に設けられる。建物内部には、特殊施設（SI25）を備えた例がある。

中央の大きな凹みの縁辺には、小Pitと周堤状の高まりを伴い、建物本体から張り出す特徴がある。

掘立柱建物跡：平面形状は、ａ．長方形（SB03）、ｂ、五角形（SB04）、ｃ．不明（SB02・05）に区

分される。ａは１×２間であり、ｃのうちSB05は１×１間の長方形あるいは１×２間以上になる可能

性もある。いずれも長軸は北東－南西と推定され、Ｎ－30°－Ｅ（SB03･04）、Ｎ－45°－Ｅ（SB05）

を示す。同じく短軸は北西－南北軸と推定され、Ｎ－120°－Ｅ付近（SB02･03･04）、Ｎ－135°－Ｅ付

近（SB05）を示す。SB05以外のまとまりは、わずか３°の範囲に収まり、軸方向が著しく統一されて

いる。つまり、これらの建物が規則的に並んでいたことになる。平面規模は、長・短軸を上記のとお

り仮定した場合、SB02が不明×280㎝程度、SB03が560（280＋280）×280㎝程度※、SB04が240ないし

350×290㎝程度、SB05が390×280ないし320㎝程度である。北西－南北軸（梁行か）は４棟全てが

280～290㎝前後にまとまる一方、北東－南西軸（桁行か）は240（SB03北西側･04）・260（SB03北西側）・

280（SB03南東側）・350（SB04）・390㎝（SB05）となる。SB03は不整形ながら、梁行：桁行比が１：

１ないし１：１未満（0.85か0.92）である。柱穴は円形基調、径40～60㎝程度（50㎝前後に集中）、深
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さ35～70㎝程度（60～70㎝に集中）。柱痕は、径20～40㎝程度（30㎝前後に集中）、覆土や底面に痕跡

が残る傾向にある。なお、建物間の距離は、９ｍ前後（SI25-SI26、SI25-SB04、SI27-SB05）、18ｍ前

後（SI27-SB03）、32ｍ前後（SB03-SB02）、掘立柱建物間の距離は25・28・32ｍ前後となっている。

（佐藤）
※ 南東側で計測した場合。北西側は500㎝（260＋240㎝）程度となる。

２）遺物

上野遺跡では平成18・20・28年の３回にわたる調査で、縄文時代早期、前期、中期、後期の土器が

出土した。各時期の土器について概観する。

早期：平成28年に遺構外から出土した。図90-11は深鉢の体部下半で、底部付近の資料である。底部

に向かって細く窄まり、尖底となる可能性がある。表面には貝殻腹縁押し引き文が施され、胎土に繊

維を含む。早期中葉の吹切沢式に属すると考えられる。図90-12･13は微隆帯による文様が見られる。

13の内面には、口縁下に横方向の沈線が施される。早期中葉のムシリⅠ式に属すると考えられる。

前期：平成28年に遺構外から出土した図90-14は、口唇部に竹管による刺突、口縁から体部に連続刺

突文とコンパス文が施され、胎土には繊維が含まれる。前期前葉の表館式に属すると考えられる。ま

た、円筒下層ｄ1式・ｄ2式土器も出土している。平成20年にはSB02の柱穴から下層ｄ１式の土器片が

出土した。

中期：円筒上層ａ式及び上層ａ･ｂ式土器、円筒上層ｄ式・ｅ式土器が出土した。平成20年には、

SB03の柱穴から上層ｄ・ｅ式の土器片が出土した。また、円筒上層ｅ式土器は、平成29年の遺構外と

平成28年のSI27から出土し、垂下する沈線文と横位の沈線文が施文される。SI27の炉体土器である図

88-９は、体部中央付近にふくらみを持ち、口縁下と体部中央に文様帯を区画する横位沈線文が施され

る。区画された体部上半には連続弧線文が展開し、円筒上層ｅ式から榎林式に相当するものと考えら

れる。SI25･26･27から出土している土器は、この時期に属するものが多い。

後期：平成18･20年に遺構外から十腰内Ⅰ式土器が出土した。横位沈線や円文、波状入組文が施される。

これらの資料から、上野遺跡では縄文時代早期中葉ら後期前葉にかけて、部分的な断絶はあるもの

の、人との関わりがあったと推察される。

（藤原）

２．平安時代

降下火山灰や五所川原産須恵器の在り方からすると、集落の中心時期はB-Tm降下以後とみられ、

熊沢溜池遺跡同様、幾度かの変遷がある。集落形態は、外縁を大溝、内部を中小の溝で区画し、その

中を建物跡が整然と並ぶ様子を示す。集落変遷は、各遺構の重複・主軸・長軸方向の相違などから３

段階程度と想定され、土器も緩やかに変化したとみられる。生業として、イネ・雑穀の生産・保存、

鉄生産・鍛冶が行われた可能性がある。集落外よりもたらされた製品として、須恵器・製塩土器（塩）

のほか、鉄素材・製品の流通・加工・利用もあったと考えられる。２次調査における東濃産緑釉陶器

深碗片（製作年代：10世紀中葉）が注目される。

１）遺構

ａ．竪穴建物跡 （図１・２）
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23棟確認（SI23・24が今回報告分）。建物構成は、竪穴建物跡を核に、掘立柱建物付随の有無がある。

竪穴部規模：熊沢溜池遺跡同様に計測すると、縦は小2.4～3.0ｍ（７棟）、中4.2～5.1ｍ（６棟）、

大6.3～6.6ｍ（４棟）。同じく横は、小3.0～3.3ｍ（４棟）、中4.8～5.4ｍ（４棟）、大6.3～6.9ｍ（３

棟）に区分され、分化は縦・横とも比較的明確である。床面積は、小９㎡、中26㎡、大：42㎡前後で

あり、小－中で約３倍、中－大で約1.6倍の差となっている。なお、上記でみると各規模の割合は同等

だが、後述する段階別では古段階に大は無く、新段階に中が無い。規模の拡張は、SI13 SI22にその可

能性がある。遺構密度の割には同一地点における重複が多く、各戸の土地利用に一定の制約があった

ように見受けられる。

竪穴部柱穴配置：主柱は１辺約４ｍ前後を境に増加、５ｍ以上は高確率で備わる。

竪穴部の主軸：①Ｎ－130°－Ｅ、②Ｎ－140°－Ｅ、③Ｎ－150°－Ｅの３種を示す傾向にある。重

複数が少ないのが難点だが、新旧は全て③ ② ①の順となっており、熊沢溜池遺跡とは逆の特徴が

ある。

カマド：15棟で確認。１棟につき１基設置。基本、南東壁際の右側に位置し、例外的に南東左側

（SI20）や南西中央（SI12）が認められる。地下式（SI12）の一例を除き、全て半地下式。本体は白色

系粘土を主体的に用いて造られたと推定されるが、袖部や火床面のみが残存する傾向にある。煙道部

は、長（SI12・13・16・18・21・22）、短（SI08・20・23・24）、不明（SI06・10・11・15・17）に区分

される。支脚数は、１基（SI10・18・20・23・24）と２基（SI21）であり、中には５個体もの土器が入

れ子状に伏せ置かれた例（SI18）もある。また、袖部の焚口付近に土師器甕の設置例（SI08・11・18・

21）がある。カマドの多くは、最終的に人為的破壊を受けたとみられる。

壁溝：１辺約３ｍ以下は、高確率で不明瞭もしくは存在しない。

内部施設：張出部・内土坑・出入口・埋設土器が認められる。張出部は１例（SI24）あり、その規模

は縦180㎝、横180㎝程度である。一辺5.4ｍ（横）の建物であり、建物規模に対する張出部長の割合は、

縦・横とも３分の１前後と想定される。大型の内土坑は９例（SI06・08・11・12・15・18・19・20・24）

あり、カマド脇中央付近（SI06・18・20）や隅角（SI06・08・12）に設けられる。出入口が明確なのは

１例（SI24）あり、カマドと同じ南東壁際にスロープ状に備わる。

掘立部：明確な例は少ないが、平面形状は、方形ないし長方形、１×２間ないし２×１間が主とみ

られる。平面規模は、縦2.7・4.2・4.5ｍ（4.2ｍに若干集中）、横3.6・4.8ｍ（3.6ｍに若干集中）。床

面積は15㎡程度。柱穴は円形基調が主、一部方形基調、径20～50㎝程度（30～40㎝前後に集中）。柱痕

は径20～30㎝程度、覆土中や底面に痕跡を残す。掘立部の付随は、竪穴部の規模が１辺約４ｍを境に

増加し、５ｍ以上は高確率で伴う。

建物の廃絶：焼失は４棟（SI08・10・11・12）、人為堆積による埋め戻しが多い。不明とされたうち、

重複関係より人為堆積の蓋然性が高いと推測される家屋もある（SI10･11･20）。

ｂ．溝跡

11条確認（SI17･18･19が今回報告分）。須恵器・降下火山灰の在り方および竪穴建物跡と調和性より、

B-Tm降下以後の構築・廃絶と推定。以下、想定される機能・性格ごとにまとめる。

ａ類．集落外縁を区画する大溝および付帯施設 ３条（SD07･09･19）

ｂ類．集落外縁あるいは内部等の区画施設 ６条（SD10･11･13･14･15･18）
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ｃ類．竪穴建物内部から外部へ延びる施設 ２条（SD16･17）

ａ類は集落内外の境に築かれた大溝と目される。SD07・09・19は、規模・形状・位置関係から同一

と推定。これにｂ類のSD11が直交・分岐し、宝溜池への延びる北東の谷へと続く可能性が高い。ｂ類

は、SD10・13が同一、これにSD15が直交・分岐すると推定。SD14もSD15に直交するようにみえるが、

やや規模が大きく深いため、一連化するかは不明。先のSD11には、SD13が直交・分岐する可能性があ

り、ａ類と同等の規模・役割があったとみなされる。SD18は北東の谷へと下る施設で、集落とは逆の

外側に掘上土が認められた。ｃ類は、SD16がSI22に付随。SD17はSI14に付随すると仮定。特徴的な

遺物の出土例として、SD18底面上に正立する土師器坏、SD19底面～底面直上（底面上約２㎝）におけ

る土器片の散布が挙げられる。なお、滞水・流水を示す溝は、特に認められていない。

ｃ.円形周溝（図７）

２基確認。ともに内径７～８ｍ、溝幅40～60㎝・深さ20～70㎝程度。楕円形か。２号円周は、黒色

土で調査・計測した値であり、比較的当時の規模に近いと推定。出土遺物は無きに等しい。重複する

全ての遺構よりも新しく、B-Tm降下以後の構築・廃絶である。ともに黒色土の自然堆積であるため、

最終段階に構築・廃絶した遺構の一つと推定する。

ｄ．土坑

25基確認※。平面形状は円形～楕円形基調。主軸が比較的明確なのは、SK05（Ｎ－135°－Ｅ）、

SK08（Ｎ－145°－Ｅ）、SK11（Ｎ－155°－Ｅ）、SK25（Ｎ－115°－Ｅ）。断面形状は、皿状で浅いも

の、鍋状で深みのあるものなどがあり、底面を埋め戻して平坦化した例も見受けられる（SK23･25･29）。

堆積土は、人為堆積と推定される状況の割合が高く、黄褐色土以下の土・各種遺物・焼土・炭化物等

を含む傾向にある。降下火山灰との関係が比較的明確な遺構は、SK05がTo-a自然堆積（10世紀初頭

か）、SK03･15がTo-a二次堆積（10世紀前半か）、SK08･11･17･21･23がB-Tm二次堆積（10世紀中葉か）

とされる。時期比定が明確な遺物として、SK11に五所川原産前田野目系長頸壷の破片が１点伴う。

他は土器破片が主体である。
※ SK10･13･14は、規模・形状・位置関係・他遺構との重複関係からすると規模の大きな柱穴ないし掘立柱建物の一部のようにもみえ、中で
もSK10･13はSI10に付随する可能性も想定される。また、SK25は、竪穴建物跡の可能性もある。

ｅ．集落構造の変遷（図５・６）

熊沢溜池遺跡同様、遺構の重複・新旧と主軸・長軸方向の関係を整理すると、以下のとおりとなる。

古：Ｎ－130°－Ｅ＜中：Ｎ－140°－Ｅ＜新：Ｎ－150°－Ｅ ※度数は下表による大凡のまとまりを示す。

古段階（Ｎ－130°－Ｅ）。

時期：B-Tm降下以後。構成：建物跡（竪穴・掘立柱）・土坑（竪穴建物か）。建物跡は調査区中央か

ら北東にかけて多い。集落の区画状況は不明。

中段階（Ｎ－140°－Ｅ）。

段階 SI SB SD（大） SD（中・小） SK 円形周溝 備考

古
（N-130°-E）

７・９・18・20・23
24 ６・７・８ － － 25 － SK25・SB06：特に真東寄り。

10・11・13・14・15
16・17

中
（N-140°-E）

１・４・10・11・12
13・14・15・16・17
21・22

－

７・９・19

４・８ －
SD16：中段階主体と推定。
SD17：古段階のSI20以降の構築・廃絶。中段
階SI22に付随。

新
（N-150°-E） ２・３・６・８・19 － 11 １・２

SD07・09・19・円形周溝：最終段階まで機能し
ていた可能性が高い。
SD10・13・15：新段階SI06以降の構築・廃絶。
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時期：B-Tm降下以後。構成：建物跡（竪穴）・土坑。建物は調査区中央に集中し、一部、北東や南

西にも存在。集落の区画状況は厳密には不明だが、建物跡との調和性を考えると、大溝・中溝は本段

階には成立していた可能性もある。遺構の多さ、建物間の重複状況からすると、更に細分される可能

性もある。

新段階（Ｎ－150°－Ｅ）。

時期：B-Tm降下以後。構成：建物跡（竪穴）・区画施設（大溝・中溝）・円形周溝・土坑。建物跡は

調査区中央のやや西寄りに展開。北東の大溝付近に少ない。SI06＜SD10の重複にみるとおり、幾つか

の変遷も考えられる。本段階終末に円形周溝２基が存在していたと推定。

上記は、あくまで数少ない重複数の中に、熊沢溜池遺跡同様の軸変化を認めたことに基づく解釈で

ある。先のSK05や郷山前村元遺跡における円形周溝の在り方からすると、将来的には更に古い段階

の設定も見込まれるなど、幾つかの課題を含んでいる。しかしながら、本遺跡でも集落構造・景観の

規格性・計画性、遺構重複にみる土地空間の制約性および所有、集落の継続性・伝統性・同族性が表

れていると考える。

（佐藤）

２）遺物

ａ．土師器・須恵器

平成18･20･28年の調査で、坏、甕、羽釜、堝が遺構内･遺構外から出土した。ここでは、報告書掲載

資料について概観する。坏、甕の分類については、熊沢溜池遺跡出土遺物に準拠する。

坏は口径11.6～16.4㎝、底径4.4～8.0㎝に分散するが、口径は13㎝前後、底径は５～６㎝に集中す

る。口径指数は0.35～0.5に集中し、いわゆる埦形に近いものが多い。甕は、類型の分類が可能なもの

107点について見ると、Ⅰａ類48点(45％)、Ⅰｂ類23点(22％)、Ⅱ類26点(24％)、Ⅲ類１点(１％)、Ⅳ

類９点(８％)とⅠａ類が半数近くを占める。

これらの資料について、出土状況･残存度を検討し、一括性の高いものを抽出し、竪穴建物跡の主軸

変遷に合わせてまとめたものが図９である。SK08･11は重複がある遺構の段階（中段階）に入れてあ

るが、中段階を下限とするものである。

坏の口径指数を各段階で見ると、１段階が0.38～0.47、２段階が0.34～0.48とほぼ同じ分布を示す。

平均値では、１段階が0.44、２段階が0.40と、２段階になるとやや低くなる傾向が見られる。皿と黒

色処理された坏は１段階、２段階に見られる。

甕のⅠ類については、Ⅰａ類・Ⅰｂ類ともに１段階にも２段階にも見られる。重複により新旧の分

かるSI13・18・21・22を見ると、SI18が１段階、他が２段階に属する。１段階のSI18と２段階のSI21は

Ⅰａ類が、２段階のSI22・13はⅠｂ類が主体となる。１段階のSI18から２段階のSI22・13への変化と、

２段階のSI21からSI13への変化から、甕Ⅰｂ類からⅠａ類への変遷が窺え、これまで指摘されてきた

ロクロ成形から非ロクロ成形への変化と合致する。しかし、大きく概観すると、Ⅰａ類、Ⅰｂ類とも

ほぼ同じ軒数のSIが存在し、３段階においてもⅠｂ類が主体となるSIが見られることから、Ⅰａ類か

らⅠｂ類への変遷は緩やかで、それぞれの土器を使用する人々が連続して集落内に居住していたと考

えられる。Ⅱ類はⅠａ類が出土するSIから多く出土している。

また、甕と坏との共伴関係を見てみると、２段階においてⅠａ類に共伴する坏の口径指数の平均は
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0.45（SI22）、Ⅰｂ類に共伴するものは0.39（SI10･11･12･21）と、Ⅰａ類に共伴する坏のほうが埦形を
呈し、Ⅰｂ類に共伴するものがより浅い傾向が窺える。但し、Ⅰｂ類に共伴する坏でも、１段階では
0.43と埦形に近い値が得られており（SI18）、時期による変化と合わせて考える必要がある。
ｂ．鉄製品
平成18･20･28年の調査で出土した鉄製品を図11にまとめた。鎌、刀子、筒状鉄製品、棒状鉄製品、
板状鉄製品が出土している。
鎌（１）はほぼ完形で、着柄部寄りはL字形に折り曲げられている。高屋敷館遺跡第48号住居跡から
類似する資料が出土している。刀子（２～９）は幅0.8～2.4㎝、厚さ0.3～0.5㎝である。筒状鉄製品
（10～13）･棒状鉄製品（14～21）･板状鉄製品（22）は器種を特定できないものを形状で一括した。12
は径２㎜の孔がある。14は断面から刀子の可能性がある。15～21は断面形が方形を呈し、厚さが
0.3～0.5㎝である。16は先端に向かってやや細くなっており、釘状鉄製品の可能性が考えられる。

（藤原）
ｃ．ガラス玉（図69・91）
[出土位置・状況]上野遺跡遺構外出土（IP-25 Ⅱ～Ⅲ層）。平安時代中期のSI24（B-Tm降下以降の構
築・廃絶）に付随する掘立部に近接。同遺構構築面に近い地層・標高（32.565ｍ）から出土（図71）。
発見の経緯は、表土掘削以前に先行トレンチを設けた際にSI24の竪穴部を確認し、その規模から掘立
部の存在が予測されたため、掘立部の構造把握・追究を目的とし表土から人力で慎重に掘削していた
ところ、黒色土上部中において作業員が発見した。掘立部確認面と同様の地層・標高である。[点数]
１点。[大きさ]上面10㎜×側面８㎜程度。孔径３～４㎜。[特徴]いわゆるトンボ玉。母材（基礎ガラ
ス）に紺色 赤褐色の順に細いガラスが巻き付けられている。母材は、やや青みがかった乳白色で気
泡が入る。紺色ガラスは２周以上、赤褐色ガラスは紺色ガラスとは逆方向で２周巻き付けられた後、
変形可能な温度を保っているうちに上下５ヶ所、計10ヶ所をピンセット状工具で摘まみ、各々時計回
りに約180°捻ることで突起と入組文風の特徴が表現されている模様である。突起１ヶ所に発見時の
わずかな欠損があるが、欠損部位の発見に至らなかった。[風化]特に目立たず脆弱化もしていない。
[成分]カリ鉛ガラス（６章２節参照）。蛍光Ｘ線元素マッピング分析による。鉛含有量が低く、母材部
分にアンチモン（Sb2O3）が多い特徴があるが、こうした類例は稀とされる。[小結]カリ鉛ガラスは、
日本国内において10世紀末以降（清涼寺初現）に現れる成分であるが、その変遷は研究途上であり、
本製品の具体的年代も現段階において不明である。類例は本県では知られていないが、北海道には13
世紀～14世紀頃のもの（伊達市有珠オヤコツ遺跡・厚真町オニキシベ２遺跡など）がある。しかし、
本遺跡出品とは材質・成分・風化具合が異なっている。今後、分析数が少ない古代以降のガラス玉の
分析事例の増加、および古い分析データの再分析・再検討を通じ、本製品の位置付けも具体化してい
くとみられる。

（佐藤）

第３節 郷山前村元遺跡

１．縄文時代
人的活動痕跡は非常に乏しく、遺物がわずかに発見された程度である。
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１）遺物

縄文土器は前期、中期、晩期の深鉢が出土した。図97-６は台付深鉢である。体部上半には入組帯状

文が展開し、入組部を囲む三叉文が施される。台部は無文である。大洞B式期に属すると考えられる。

図97-７は口縁部に横位に３段の刺突が施され、下部に弧状の刺突が展開する。胎土に繊維を含む。

前期前葉に属すると考えられる。

（藤原）

２．平安時代

B-Tm降下直前から直後にかけての人的活動痕跡が認められ、円形周溝・溝・土坑が形成される。

１）遺構

ａ．円形周溝（図７）

４基以上確認。重複・拡張等の可能性を最大限考慮した場合、６基と考えられる。黒色土ないし黒

色土～黄褐色土で検出・精査。平面形状は、いずれも隅丸方形～隅丸長方形とみられる。規模は、特

大：11×８ｍ（３新号）、大：８×８ｍ（３古号）、中：４×５ｍ（１号）・５×５ｍ（４古号）、小：

３×2.4ｍ（４新号）、不明：４×１ｍ以上（２号）にわかれる。不明は中規模と推定。底面は、概ね

人為堆積により平坦化されており、１基のみ素掘りとなる（４古号）。埋没は、いずれも黒色土の自然

堆積。主体部や供献遺物は、未確認である。時期は、B-Tm降下以前の構築・廃絶（１・２・３古号）

のほか、B-Tm降下以後の構築・廃絶（３新号）、不明もしくはB-Tm降下以後（４新号）。なお、本段

階以前に該当する建物跡および集落は、今のところ近接地に見当たらない。今後の発見が期待される。

ｂ．溝跡

３条確認。規模・軸方向・堆積土に類似性があり、底面の高低差が明瞭である。B-Tm降下以後の

構築・廃絶とみられ、円形周溝群の区画目的のほか、降雨後の湧水が著しい場所だけに排水目的で設

けられた可能性も高いと考えられる。

ｃ．土坑

２基確認。同一地点に構築された廃棄土坑とみられる。降下火山灰は認められないが、須恵器は

B-Tm降下以前の持子沢系（MZ）であり、同火山灰降下前後の構築・廃絶と推定。炭化キビ塊の大き

さは、全国的に見て最大級とのことである。

（佐藤）

２）遺物

円形周溝、溝跡、土坑から土師器・須恵器が出土した。SK01から出土した土師器は、坏、甕ともに

ロクロ成形で、図96-7の甕は、体部がケズリ調整され、口縁部下にヘラ記号が施される。須恵器は長

頸壺が見られる。図97-１・２・３は同一個体で、体部はロクロ成形後ケズリ調整が施される。底面に

は棒状工具による菊花状文が見られ、五所川原須恵器窯跡MZ系と考えられる。

（藤原）
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第４節 熊沢溜池遺跡・上野遺跡・郷山前村元遺跡の主な成果と課題

３遺跡における関連性・同異・課題などを時代ごとにまとめ、結びとする。

１．縄文時代

人的活動が認められるのは、早期が吹切沢式・ムシリ式（上野）、前期が表館式（上野）・円筒下層

ｄ式（熊沢溜池・上野）、中期が円筒上層ａ・ｂ・ｄ・ｅ式、榎林式（上野）、後期が十腰内Ⅰ式（上

野）、晩期が大洞Ｂ式（熊沢溜池・郷山前村元）段階である。円筒上層ｅ式期に小規模な集落（上野）、

大洞Ｂ式期頃に土坑（熊沢溜池）が築かれた他は、土器片をわずかに残す程度の動きに留まっている。

２．平安時代

To-ａ以前に土坑（上野）、B-Tm降下以前に円形周溝群（郷山前村元）・土坑（熊沢溜池）・溝（熊

沢溜池）が築かれており、10世紀前葉頃には人的活動が始まっていたと思われるが、建物跡は明確で

はない。

集落形成が本格化するのは、B-Tm降下以後の10世紀中葉以降である。この時期、熊沢溜池遺跡と

上野遺跡では集落が発達していくのに対し、郷山前村元遺跡は先の円形周溝を避けるように区画ない

し排水溝が幾つか設けられる程度となり、集落と墓という区別・概念・土地利用が確立していたと可

能性が高い。

その集落立地は、上野遺跡が標高約34～37ｍ※、熊沢溜池遺跡が標高約32～36ｍ前後の丘陵ないし

台地端部の緩斜面上に位置する。前者は津軽平野に面し、後者は梵珠山麓よりのやや奥まった場所と

なっている。両集落は江戸時代前期に宝溜池や熊沢溜池となる深い沢によって隔てられているが、指

呼の間である。

集落の形状・外観は、ともに外縁を大溝で区画、内部を同一軸による中小の溝・塀・柵で更に区画、

その中にやはり同一軸の建物が整然と並ぶ姿が復元された。特に外縁大溝の構築にあたっては、付近

の沢や谷などの自然地形とも上手く結びつけられていたと考えられる。また、竪穴建物跡と溝は、同

一地点に継続・集中して建て続けられる傾向が強く、各集落内や各戸における土地所有と制約、建物

および住人の継続性・伝統性・同族性までもが垣間見える。

集落変遷については、ともに古・中・新３段階程度と想定した。これは、各遺跡における遺構の堆

積土（火山灰）と堆積状況（人為・自然）・重複および新旧・軸方向、更には土器様相（出土状況・残

存率・五所川原産須恵器の在り方）から導き出している。両者の時間的関係、つまり同時性や併行関

係について明言することは難しいが、降下火山灰の堆積状況と土器の類似性に着目すれば、変遷のタ

イミングまでもが一致していたかはさておき、存続期間はかなり一致していたと考えられる。すねわ

ち、両集落はB-Tm降下前後に成立し、３段階程度の変遷を経て、同じような時期に廃絶したと考え

られる。

核となる竪穴建物の構造は、１辺約４ｍ以上、特に５ｍ以上に主柱が設けられ、掘立部が付随する

傾向にある。熊沢溜池遺跡のみにみられる外周溝も同様だが、時期差による有無も指摘し得る。また

１辺が約３ｍ以下の規模になると、壁溝の存在が薄くなる。

次に両集落の違いを挙げると、第一に遺構軸変化の方向性は熊沢溜池遺跡が南 東、上野遺跡が東

南へと全く逆の傾向を示す。第二に上野遺跡には塀や柵列の存在が認めにくい。第三に上野遺跡の
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竪穴建物跡には外周溝が付随しない。加えて、竪穴部が６ｍを超えるような大型建物の割合が高いと

思われる。第四に、上野遺跡では最終的に円形周溝が築かれ、やがて自然に埋没したと考えられる。

以上、両集落にみる同異は、本地域のB-Tm降下直前からそれ以後における社会変化や多様性を表

す良好な一例といえる。特に熊沢溜池遺跡にみる区画概念の変化は、B-Tm降下から間もないうちに、

集落内の大区画を中小の区画施設で行いつつ個々の建物までをも外周溝で区画する姿から、外縁大溝

による集落全体の区画を重視する姿への変貌を示していると考える。そして、その背後に、大溝の発

達と外周溝の変化・衰退・消滅（連続的かつ深く明瞭な形状 分断的かつ浅く不明瞭な形状 消失）が

連動する関係にあったと捉えられる。この間、両遺跡における土師器製作の変化、ロクロ坏－器高指

数の低下（椀型 皿型）、非ロクロ坏－内黒坏の定型化と非変化、甕－口縁部成型における変化（非ロ

クロ ロクロ）が認められる点も興味深い。

他にも、遺構内に正立するなど人為的関与が強く疑われる土器廃棄・祭祀的状況（熊沢溜池・上野）、

東濃産緑釉土器（上野２次）・白砂式製塩土器（上野・熊沢溜池）・製錬炉（熊沢溜池）に加え、各遺

跡からイネおよび雑穀に関する資料が多数得られた事実、特にキビ塊や炭化米塊における加工・調理

の一端が判明したことは、今後の資料活用や料理の歴史を考える上でも重要である。遺跡から出てき

た炭化穀物塊はそのままでは単なる炭の塊であり、コメや雑穀を食べていたことが解る程度に過ぎな

い。しかし、専門的かつ科学的見地から分析を加えることにより、具体的な調理方法や保存方法にま

で迫ることが一気に可能となり、現代人にとって非常に身近な資料と化す。反面、上野遺跡で発見さ

れたガラス玉の年代観については、今後の課題といえる。
※ １次および２次調査報告中における本文および断面図の標高値は、ともに10ｍほど低く記載されているとみられる。

３．江戸時代

当地一帯は、弘前藩田舎庄増館組に属し、遺跡所在地が示すように、熊沢溜池遺跡は吉野田村領、

上野遺跡は樽沢村領、郷山前村元遺跡は郷山前村領だったとみられる。開発は寛永９年（1632）頃か

ら始まったとされ、各村とも貞享４年（1687）検地帳にはその名を留めている。同帳には、郷山前村

と吉野田村で漆木の栽培が盛んだった様子が記されており、それは嘉永５年（1852）以降成立の郷山

前村漆木絵図においても知られる。なお、熊沢溜池遺跡と上野・郷山前村元遺跡を隔てる宝溜池と熊

沢溜池は、天和４年（1684）絵図の写しにおいて既に認められるが、その成立は承応２年（1653）か

ら延宝７年（1679）頃とされる。同絵図には、宝溜池が位置する塞ノ神沢の北側に郷山前村の下畑が

越石として存在する。

各遺跡の発掘調査区については、丁度、３村の境に該当するとみられ、少なくとも各村の中心部か

らは外れている。現在の県道34号線の下に弘前藩が「小道」として整備した下之切通（小泊街道）が

存在したとみて間違いなく、上野遺跡の２次調査では道路の硬化面や側溝の一部が発見されている※。

他方、熊沢溜池遺跡では、平安時代の大溝（SD10）が凹地として残っていた可能性を示す環境の中、

陶磁器や寛永通宝（古寛永）が僅かに持ち込まれた様子が認められた。加えて、ソバが栽培されてい

た可能性も示されており、地理的に天和４年の絵図にみる下畑との関連性を想起させる。
※ 詳細は上野遺跡の２次調査・報告（県486集）を参照。絵図等では不明な側溝の存在が考古学的に明らかとなった。その規模は幅50㎝・深
さ40㎝程度。なお、道路跡は幅１間半～２間（３ｍ程度）と推定されている。
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４．課題・展望

最後に、調査方法と地質年代の関連性に触れる。

本県の発掘調査は、黄褐色土層（当地では千曳浮石）を遺構の最終確認面とし、調査終了となる事

例が圧倒的に多い。千曳浮石の年代は、縄文時代草創期の隆起線文土器の下層、すなわち13,000年前

頃とされているから、これよりも下層に位置する縄文時代草創期や旧石器時代の有無は、黄褐色土に

試掘溝を設けるか、黄褐色土以下まで掘り込まれた遺構の壁面や底面を数多く観察するなどの方法に

よりが判断されていると思われる。

今回、上野遺跡では、浪岡地区では最古級となる縄文時代早期中葉に遡る土器片の存在や円筒上層

ｅ式期の集落ほか、熊沢溜池遺跡からも深く掘り込まれた平安時代の大溝が発見されるなど、考古と

地層の関係を整理する必要性が生じた。そのため、各遺跡において黄褐色土下50～100㎝程まで土壌

を採取・分析したところ、一部の地層においてテフラ・材質・花粉・放射性炭素年代を明確にし得た

（２章２節・６章２節）。とりわけ、黄褐色土直下の灰白色粘土層の放射性炭素年代のまとまり（上野

遺跡：14,565±45yrBP±1σ、熊沢溜池遺跡：15,460±40yrBP±1σ）、および当時の環境（トウヒ属

主体の亜寒帯性針葉樹林、カバノキ属の増加傾向、湿地性のハンノキ属とツツジ科の存在）、更にその

直下に位置する褐色粘土の年代（上野遺跡：22,070±70yrBP±1σ）が注目される。今後、周辺地域の

成果も加えることにより、更に考古と地質の具体的関係が明らかになると考える。

青森市浪岡地区（旧浪岡町）における遺跡の発掘調査件数の多さと面積の広さは、県内有数規模で

あり、本県の歴史を語る上で数多くの歴史資料を提供していることは良く知られている。近年、西部

地区の充実が著しく、この度の成果もその一つとなろう。ただ、浪岡地区では平安時代以降の発見が

圧倒的に多く、縄文時代早期以前の発見は極めて少ない。過去の人的活動が本当に乏しかったのか、

今後の課題である。

（佐藤）
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ふ り が な
所収遺跡名

ふ り が な
所 在 地

コード 世界測地系
（JGD2011） 調査期間 調査面積

(㎡) 調査原因
市町村 遺跡番号 北緯 東経

熊沢溜池
くまさわためいけ

遺
い

跡
せき 青森県

あおもりけん

青
あお

森
もり

市
し

浪岡
なみおか

大字
おおあざ

吉野田
よ し の だ

字
あざ

熊沢
くまさわ

地内
02201 201336

40°
71'
72"

140°
55'
78"

20150804～
20151028

20160419～
20161026

4,400 記録保存調査

上
うえ

野
の

遺
い

跡
せき 青森県

あおもりけん

青
あお

森
もり

市
し

浪岡
なみおか

大字
おおあざ

郷山前
ごうさんまえ

字
あざ

上
うえ

野
の

地内
02201 201338

40°
71'
49"

140°
55'
45"

20160419
～

20161026
2,200 記録保存調査

郷山前
ごうさんまえ

村元
むらもと

遺
い

跡
せき 青森県

あおもりけん

青
あお

森
もり

市
し

浪岡
なみおか

大字
おおあざ

郷山前
ごうさんまえ

字
あざ

村元
むらもと

地内
02201 201398

40°
71'
39"

140°
55'
28"

20160419
～

20161026
2,600 記録保存調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

熊沢溜池遺跡

散布地

集 落

散布地

縄文時代

平安時代

近世

竪穴建物跡 25
塀跡 ４
掘立柱建物跡 ４
溝跡 25
土坑 37
井戸跡 ２
柱穴 88

縄文土器・石器

土師器
須恵器
石器（砥石・台石・敲石）
土製品（土玉・土鈴・紡錘車・
羽口等）
木製品
鉄製品
製塩土器
炉壁・焼成粘土塊
陶磁器

・縄文時代の散布地を検
出した。
・平安時代の集落跡を検
出した。

上野遺跡

集 落

集 落

散布地

縄文時代

平安時代

平安時代以降

竪穴建物跡 ３
掘立柱建物跡 ２
竪穴建物跡 ２
溝跡 ３
円形周溝 １
土坑 10
柱穴 12

縄文土器・石器

土師器
須恵器
石器(砥石・金床石)
土製品（土玉・紡錘車・羽口
等）
鉄製品
製塩土器
ガラス製品

・縄文時代の集落跡を検
出した。
・平安時代の集落跡を検
出した。



要 約

熊沢溜池遺跡は白頭山苫小牧火山灰降下以後を中心とする平安時代の集落跡である。外周溝をもつ竪穴
建物跡が確認され、溝で区画された集落の様相が明らかになった。竪穴建物跡の主軸方位から、３段階の
変遷が推察される。新段階のSK28からは多数の黒色処理された土師器坏が出土した。特に体部から底部
にかけて破損しているものや、破片あるいは細片の出土が多い。表面が剥落していることから、故意に破
壊を行い、廃棄した可能性が考えられる。また、溝跡等から精錬炉の炉壁が出土し、炉の構造を考察する
上での重要な資料である。炭化穀物塊は調理方法の一端を示す資料として活用が期待される。
上野遺跡は縄文時代と平安時代の複合遺跡である。これまでに平成18年、平成20年の２回調査が行われ
ている。今回、縄文時代では早期・前期・中期の土器が出土した。中期の円筒上層ｅ式期から榎林式期に
かけての竪穴建物跡が検出され、浪岡地区における当該期の集落が初めて確認された。平安時代は、これ
までの調査とあわせて、白頭山苫小牧火山灰降下以後を中心とする。大溝・中溝に区画された竪穴建物跡
の主軸方位から、３段階の変遷が推察され、最終的に円形周溝が築かれる。
郷山前村元遺跡からは平安時代中期の円形周溝、溝状遺構、土坑を検出した。円形周溝は白頭山苫小牧
火山灰降下前後の構築・廃絶を示す。土坑からは炭化種実塊が出土した。種実塊からはキビ・アワ・イネ・
アサ・ソバが確認され、当時の食生活を考察する上で重要な資料である。

郷山前村元遺跡

散布地
集落跡

縄文時代
平安時代 円形周溝 ３

溝跡 16
土坑 ２

縄文土器
土師器
須恵器
土製品（羽口）
鉄製品
炭化種実塊

・縄文時代の散布地及び
平安時代の集落跡を検出
した。
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